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介
護
老
人
保
健
施
設
「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

い
ち
か
わ
」
で
は
パ
ー
ト
看
護
職
員
、
臨

時
介
護
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
▽
パ
ー
ト
看
護
職
員
１
名

▽
臨
時
介
護
職
員
１
名

【
勤
務
時
間
】
▽
看
護
職
員　

週
３
日
以

上
（
１
日
あ
た
り
５
時
間
程
度
）
▽
介
護

職
員　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

（
夜
勤
勤
務
有
り
）

【
応
募
条
件
】▽
看
護
職
員（
看
護
師
資
格
、

３
年
以
上
の
経
験
、年
齢
50
歳
以
下
の
者
）

▽
介
護
職
員
（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資

格
を
有
す
る
者
）

【
待
遇
】
臨
時
職
員
取
扱
規
程
等
を
適
用

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
、
有
資
格
免
許
の

写
し
、
健
康
診
断
書

【
受
付
期
間
】
随
時
（
平
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時
ま
で
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
い
ち
か
わ
（
町
福
祉
保
健
総
合
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
内
）
０
５
５
（
２
７
２
）

５
１
２
１

　

町
で
は
、
市
川
地
区
富
士
見
の
町
有
住

宅
市
川
団
地
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
物
件
】
町
有
住
宅
市
川
団
地
［
富

士
見
］
３
戸
・
２
Ｋ
（
昭
和
47
年
築
）

【
家
賃
】
月
額
１
５
，
０
０
０
円

【
募
集
期
間
】
８
月
16
日
㈫
～
29
日
㈪
（
平

日
午
前
8
時
30
分
～
正
午
・
午
後
1
時
～

５
時
15
分
）
※
入
居
は
9
月
初
旬
か
ら

【
入
居
資
格
】
▽
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

方
▽
町
税
等
の
滞
納
が
な
く
独
立
の
生
計

を
営
む
方
な
ど

【
申
し
込
み
】
必
要
書
類
に
所
要
事
項
を

記
入
し
、
本
人
、
ま
た
は
申
し
込
み
事
情

を
詳
し
く
説
明
で
き
る
方
が
町
建
設
課
ま

で
持
参
（
申
込
書
は
建
設
課
に
用
意
が
あ

り
ま
す
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
建
設

課
町
営
住
宅
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

６
０
９
０

　

町
で
は
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
な
ど
の

必
要
な
医
療
情
報
を
容
器
（
キ
ッ
ト
）
に

入
れ
て
保
管
し
、
緊
急
時
に
救
急
隊
員
な

ど
に
伝
え
る
た
め
の

救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
を
次
の
と
お
り
配

布
し
て
い
ま
す
。

【
配
布
対
象
世
帯
】

①
65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方
の
み

の
世
帯

③
65
歳
以
上
の
方
と
②
の
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
方
の
み
の
世
帯

【
申
請
場
所
】
▽
本
庁
舎
福
祉
支
援
課
▽

三
珠
庁
舎
住
民
サ
ー
ビ
ス
係
▽
六
郷
庁
舎

い
き
い
き
健
康
課

【
問
い
合
わ
せ
】
町
福
祉
支
援
課
福
祉
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
６

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の

と
お
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
講
義
内
容
】
植
木
と
緑
地
管
理
技
能
講

習
会
（
植
木
管
理
の
基
本
知
識
、
道
具
使

用
法
、
病
害
虫
防
除
、
安
全
管
理
、
整
枝
、

剪
定
の
方
法
を
習
得
し
、
緑
地
管
理
の
基

本
を
学
び
ま
す
）

【
日
時
】
９
月
６
日
㈫
～
16
日
㈮
の
間
の

㈯
㈰
㈪
を
除
く
８
日
間
（
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
）

【
会
場
】
富
士
川
町
、
大
法
師
公
園　

他

【
対
象
者
】
▽
就
業
・
就
職
を
希
望
す
る

55
歳
以
上
の
高
齢
者

※
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登
録

が
必
要
で
す

【
定
員
】
20
名　
　
【
受
講
料
】
無
料

【
申
し
込
み
締
切
】
８
月
22
日
㈪

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
▽
㈳
山

梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
５
５
（
２
２
８
）
８
３
８
３
▽
㈳

峡
南
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎

０
５
５
６
（
22
）
８
７
０
１

　

山
梨
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
15
歳
～
40
歳
ま
で
の
若
者
の
職
業

的
自
立
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
族
支

援
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
公
開
講
演
会
「
働
け

な
い
わ
が
子
の
理
解
と
対
応
」
～
家
族
だ

か
ら
で
き
る
支
援
～
を
開
催
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】
８
月
13
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午
（
講
演
会
終
了
後
、
午
後
１
時
よ
り

ピ
ア
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
も
開
催
）

【
場
所
】
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
リ

バ
ー
ス
和
戸
館　

視
聴
覚
室

※
申
し
込
み
制
で
す
。
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

【
定
員
】
40
名
（
参
加
費
無
料
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
５
５

（
２
３
０
）
２
２
３
９

　

個
別
労
働
紛
争
は
、
単
に
法
令
・
判
例

を
知
ら
な
い
こ
と
や
、
誤
解
に
基
づ
く
も

の
も
多
く
、
関
連
情
報
の
入
手
、
相
談
す

る
こ
と
で
、
紛
争
に
発
展
す
る
こ
と
を
未

然
に
防
止
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
労
働
問

題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
ご
相
談

を
、
専
門
の
相
談
員
が
面
談
や
電
話
で
↖

緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
つ
い
て

町
福
祉
支
援
課

町
有
住
宅
入
居
者
募
集

町
建
設
課

家
族
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

山
梨
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

植
木
と
緑
地
管
理
技
能
講
習
会

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
看
護
、臨
時
介
護
職
員
募
集

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ち
か
わ

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方
へ

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

ボランティア募集
　９月 18 日㈰に市川大門町民会
館にて市川大門地区敬老会を行い
ます。当日の受付、接待などお手
伝いいただけるボランティアを募
集します。
【募集期限】９月２日（金）
【申し込み・問い合わせ】

市川大門地区敬老会実行委員会
事務局（社会福祉協議会内）☎
055-272-4179

社会福祉協議会



お
受
け
し
ま
す
。

※
相
談
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

【
山
梨
県
の
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
】

鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署
内
☎
０
５
５
６

（
22
）
３
１
８
１

　

鰍
沢
税
務
署
と
鰍
沢
法
人
会
で
は
共
催

で
、次
の
と
お
り
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

■
平
成
23
年
度
源
泉
所
得
税
講
座（
初
級
）

【
日
時
】
９
月
７
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

【
内
容
】
給
与
・
賞
与
の
源
泉
徴
収
税
額

の
計
算
、
源
泉
所
得
税
の
納
付
の
手
続
き

■
平
成
23
年
度
決
算
法
人
説
明
会

【
日
時
】
９
月
14
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

【
内
容
】
決
算
・
申
告
の
義
務

　

┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈

【
講
師
】
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

の
税
理
士
、
鰍
沢
税
務
署
員

【
会
場
】
鰍
沢
法
人
会
館
２
階
会
議
室

【
申
し
込
み
】
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て

お
申
し
込
み
下
さ
い
（
先
着
30
名
で
締
切

り
ま
す
）

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
社
団
法
人
鰍
沢
法
人
会

事
務
局
☎
０
５
５
６
（
22
）
０
８
８
８　

メ
ー
ル　

k-houjin@
trust.ocn.ne.jp

　

下
水
道
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
第
26
回
下
水
道
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

【
日
時
】
９
月
11
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

２
時
（
雨
天
決
行
）

【
場
所
】
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
笛
吹
市

石
和
町
東
油
川
北
畑
字
４
１
７
番
地
）

【
催
し
物
】
下
水
道
施
設
見
学
会
、
下
水

道
教
室
、
ミ
ニ
下
水
道
展
、
御
陣
屋
太
鼓

の
演
奏
、
特
選
パ
ン
・
カ
キ
氷
な
ど
の
無

料
配
布
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
来
場
記
念

品
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

※
雨
天
時
に
は
、
一
部
の
催
し
物
が
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
☎

０
５
５
（
２
６
３
）
２
７
３
８

　

㈶
日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
、

補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦

で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を

対
象
に
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊

追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民

と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

参
加
費
は
10
万
円
で
、
本
年
度
は
次
の

地
域
に
つ
い
て
実
施
予
定
で
す
。

【
実
施
地
域
】
旧
ソ
連
、
モ
ン
ゴ
ル
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
中
国
、

ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
西
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ

オ
諸
島
、
イ
ン
ド
、
中
国
・
バ
シ
ー
海
峡
、

旧
満
州
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸

島
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

※
日
程
な
ど
の
詳
細
は
㈶
日
本
遺
族
会

事
業
課
事
業
係
☎
０
３
（
３
２
６
１
）

５
５
２
１
（
内
線
３
６
５
６
～
８
）
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源
泉
所
得
税
・
法
人
決
算
研
修
会

鰍
沢
税
務
署
・
鰍
沢
法
人
会

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

山
梨
県
遺
族
会

第
26
回
下
水
道
ま
つ
り

峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

第４回フードドライブ
～みんなで山梨を元気にしよう～

ご家庭や職場に眠っている食品をご寄付下さい

　今年、生活保護受給者が戦後混乱期以来の 200 万人を突破し、
支援を必要としている方が急増しています。
　町社会福祉協議会では、ＮＰＯ法人フードバンク山梨のフー
ドドライブ事業に協賛しています。皆さまの家庭にある保存食
品をお寄せ下さい。いただいた食品は緊急性のある生活困窮者、
炊き出し、路上生活者、外国人支援団体、母子家庭、児童養護
施設、障害者施設、高齢者などにフードバンク山梨が届けます。
【募集期間】土日月を除く８月 23 日 ㈫ ～９月２日 ㈮
【寄付いただきたい食品】穀類 / 保存食品（缶詰・瓶詰など）

/ 調味料 / 食用油 / インスタント食品 / レトルト食品 / 飲料 / 乾
物 / ギフトパック　他
【注意】次の食べ物はご遠慮下さい。

□賞味期限が明記されていないもの□賞味期限が 1 カ月未満の
もの□開封済みのもの□破損等で中身が出ているもの
※お米は常識の範囲内で古くないものをお願いします
【収集場所】□町社協本所（老健施設内）☎ 055-272-4179

□町社協六郷支所（六郷町民会館内）☎ 0556-32-3847
問ＮＰＯ法人フードバンク山梨☎ 055-282-8798



　第 23回山日 YBS 旗争奪山梨県市町村対抗一般男子
ソフトボール大会決勝が７月 25日、緑ヶ丘球場で行
われ、市川三郷が初優勝しました。この大会の一般ソ
フトでは、合併前の旧３町時も含めて初の快挙です。
今回のチームは三珠フィリーズを中心に結成。決勝で
は大会３連覇を狙う強豪「南アルプスＡ」と対戦し、
最終回に同点とされるもののタイブレークの激戦のす
えこれを撃破。初の優勝旗を手にしました。チームを
率いた小林奨監督は「ベスト４を目標に頑張ってきた
が、優勝は素直にうれしい。チーム全員で掴み取った
勝利」と喜びをかみしめていました。（写真上・ナイ
ンの手で胴上げされる小林奨監督）

接戦楽しむ心で栄冠つかむ、初優勝！
第 23 回山日ＹＢＳ旗争奪市町村対抗一般ソフト

地域の話題や情報をお寄せ下さい
総務課広聴広報係☎ 055-272-1101

　鰍沢警察署では７月５日、歌舞伎文化公園多
目的ホールで「七夕コンサート」を開催しまし
た。このコンサートは東日本大震災での被災者
を招き、音楽を通じて被災者を元気付けるため
に企画されました。コンサートでは山梨県警察
音楽隊とその友人による３重奏や、後半は市川
高校音楽部と県警音楽隊が合同で楽曲を披露す
るなど、夏の夜に美しい音色が響きました。（写
真・舞台には七夕飾りが配置された）

音楽を通じて被災者に元気を　　　鰍沢警察署 七夕コンサート
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　保護司は保護司法に基づき、法務大臣から委嘱を受け
た非常勤の国家公務員です。活動は犯罪を犯した人や非
行に走った人たちの立ち直り援助や、犯罪や非行を予防
するため、地域住民の相談に応じ、助言・指導を行うな
どの奉仕活動を行っています。７月は「社会を明るくす
る運動」の強化月間でした。市川三郷町保護司会（有泉
一征代表）と西八代地区更生保護女性会（一瀬絲子会長）
の代表者計 13人は強化月間の始まる７月１日、役場本
庁舎を訪れ、この運動の推進、協力を訴えました。

▲最後のバッターを討ち取りガッツポーズを決める村松優太投手。エー
スとして優勝に大きく貢献した

ご存じですか？更生保護を支えているボランティア
「保護司」と「更生保護女性会」



正解者５名の方に抽選で記
念品を差し上げます。

（記念品は月によって内容が
変わる場合があります。ご了
承下さい）

（必要事項が明記されていない場合
は、対象からはずさせていただき
ます）

クイズに答えて記念品をゲット！

対応する携帯電話などで読みとると、
本町のメールアドレスを表示します

〈メルアドＱＲコード〉

■先月号の答え

　「次のうちとうもろこしの種類は？」
は②番の「アルテミス」が正解でした。

　おめでとうございます。次の方が当
選されました。記念品をお贈りします。
村松瞳さん、望月芳人さん、河西静

江さん、元気なばあばさん、市川蟹

蔵さん

① 電気使用安全月間
② 熱中症集中注意月間
③ 花を愛でる月間

ハガキまたはメールで、クイズの答え、住
所、氏名及びペンネーム、年齢、電話番
号、広報の感想や町への意見を書き〒
409-3601 市川三郷町 市川大門 1790-3
市川三郷町役場総務課広聴広報係まで
ご応募下さい。
ims1790@town.ichikawamisato.
yamanashi.jp

（締切）７月 15 日必着

《問題》
〜ヒントは広報紙の中に〜

　経済産業省では８月を○○月間と主唱
しています。なに月間？
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み
さ
と
の
会
で
は
、
地
域
住
民
の
交

流
、
地
域
活
性
化
を
目
的
に
毎
年
10
月

「
み
さ
と
の
秋
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
も
あ
り

今
年
で
７
回
目
を
迎
え
ま
す
。
み
さ
と

の
秋
ま
つ
り
で
は
毎
回
、
絵
画
を
中
心

と
し
た
み
さ
と
展
を
催
し
て
い
ま
す
。

「
み
さ
と
展
」
で
は
、
自
由
な
発
想
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
絵
画
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

自
由　

■
大
き
さ　

１

～
20
号
（
可
能
な
限
り
額
装
し
て
下
さ

い
）
■
展
示
場
所　

大
門
碑
林
公
園
源

氏
の
館　
　

■
日
程　

10
月
16
日
㈰

■
応
募
締
め
切
り　

９
月
30
日
㈮　

■
搬
入　

10
月
15
日
㈯　

■
搬
出　

10
月
16
日
㈰

詳
し
く
は
ア
ー
ト
部
会
長
・
鈴
木
美
枝

０
５
５
６
（
32
）
３
８
６
７　

０
９
０

（
５
４
９
５
）
５
６
３
７
ま
で
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
、
お
ま
ち
し
て
い
ま

す
。（
鴨
狩
津
向
／
鈴
木
美
枝
／
女
性
）

お
便
り

　

平
成
21
年
２
月
号
で
紹
介
し
た

新
津
茉
莉
花
さ
ん
が
ア
フ
リ
カ
・

ニ
ジ
ェ
ー
ル
協
和
国
で
の
２
年
間

の
活
動
を
終
え
、
現
地
で
の
活
動

を
報
告
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ニ
ジ
ェ
ー
ル
で

の
活
動
は
、
職
業

訓
練
、
衛
生
啓
発
、

病
院
環
境
の
改
善

な
ど
現
地
の
方
た

ち
の
生
活
向
上
に

係
る
仕
事
で
し
た
。

活
動
の
中
で
最
も

強
く
思
っ
た
こ
と

は
、
妊
産
婦
の
死

亡
率
の
高
さ
、
日

本
で
は
ま
だ
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な

い
※

フ
ィ
ス
チ
ュ
ラ

と
い
う
病
の
患
者

さ
ん
が
多
い
こ
と
で
、
何
と
か
し

て
こ
の
病
を
防
ぐ
知
識
を
広
め
削

減
し
て
い
き
た
い
と
強
く
心
に
誓

っ
た
そ
う
で
す
。
赴
任
先
は
決
し

て
生
活
環
境
、
衛
生
環
境
と
も
恵

ま
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
イ
ス
ラ

ム
過
激
派
の
活
動
も
活
発
化
し
た

こ
と
も
あ
り
命
の
危
険
を
感
じ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
時
帰

国
し
た
時
も
現
地
の
人
た
ち
が
心

配
で
一
刻
も
は
や
く
戻
り
た
か
っ

た
そ
う
で
す
。「
母
子
保
健
分
野
、

な
か
で
も
フ
ィ
ス
チ
ュ
ラ
の
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
が
私
の
一
生
を

通
し
て
の
使
命
」
と
は
っ
き
り
と

し
た
強
い
意
志
で
語
っ
て
く
れ
た

新
津
さ
ん
。
地
球
人
と
し
て
生
き

る
こ
と
の
意
味
を
、
し
っ
か
り
と

見
据
え
て
い
る
新
津
さ
ん
の
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

　町外にお住まいの家族、親戚、
友人などに『市川三郷町へのふ
るさと納税』を紹介して下さい。
【連絡先・問い合わせ】町企画

課企画政策係☎ 055-272-1103

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
へ
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ふるさと納税制度のご案内

おかえりなさい新津茉莉花さん

　「ふるさと納税制度」は皆
さんがふるさとに対し、貢献し
たい、応援したいという気持
ちを寄付金のかたちで実現で
きる制度です。町の出身者の
みならず、市川三郷町を第２の
ふるさと、心のふるさとと思っ

ている方など、どなたからで
も寄付の受付を行っています。

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
ニ
ジ
ェ
ー
ル

共
和
国
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
終
え ▲ニジェールの民族衣装に身を包み、現地で使用して

いる生活用具の説明、写真、資料を交えながら現地で
の活動の様子を話してくれた

※

フ
ィ
ス
チ
ュ
ラ　

直
腸
、
膀
胱
な
ど
産
科
に
関

連
す
る
い
ず
れ
か
の
器
官
が
つ
な
が
っ
た
り
、
穴

が
あ
く
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
る
女
性
特
有
の
疾
患
。

難
産
や
適
切
な
産
科
ケ
ア
を
伴
わ
な
い
出
産
な
ど

に
よ
り
生
じ
る
。
日
本
で
も
明
治
時
代
ま
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
が
、
前
記
の
よ
う
な
理
由
か
ら
ア
フ

リ
カ
の
僻
地
に
患
者
数
が
多
く
い
る
と
い
わ
れ
る

■小 林  研 一   様
（東京都府中市）

▲前回のみさと展
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～町外の医療機関でも予防接種が受けられます～

問いきいき健康課子育て支援係☎0556-32-2114

■□■ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン
※町営国民健康保険診療所では都合により、当面の
間接種を見合わせています。
■□■子宮頸がん予防ワクチン
　新たに小学校６年生、高校３年生相当の方の子宮

頸がん予防ワクチン接種費用を全額助成します。

【小学校６年生（H11/4/2 ～ H12/4/1 生まれ )】

３回目までを平成 24 年３月 31 日までに接種して
下さい。そのため１回目を遅くとも９月 30 日まで
に接種する必要があります。
【高校３年生相当（H5/4/2 ～ H6/4/1 生まれ）】

３回目までを必ず平成 24 年３月 31 日までに接種
して下さい。そのため１回目を遅くとも９月 30 日
までに接種する必要があります。
※�平成 24 年４月１日以降に接種した場合は、自己

負担となり助成の対象にはなりません。
※�対象者には７月に通知を送らせていただきまし

た。接種方法など必ずご確認下さい。
※ワクチンの供給量が不足していて、接種ができず

ご迷惑をおかけしましたが、７月 20日以降接種が

できるようになりました。

■□■麻しん、風しん予防接種
【対象者】第１期⇨１歳以上２歳未満の児

第２期⇨５歳以上７歳未満の児（小学校就学前１年間）
第３期⇨中学１年生
第４期⇨高校３年生の年齢相当の方
▪修学旅行などの学校行事として海外に行く事情が
ある場合は、H6/4/2 ～ H7/4/1 生まれの高校２年生

に相当する方でも接種ができるようになりました。

※�平成 25 年４月１日以降の接種は全額自己負担と
なります。

※ 17 ～ 18 才の期間に１回接種して下さい。
※�学校行事として海外に行くなどの特段の事情がな

い場合は、高校３年生に相当する 18歳となる日

の属する年度に接種して下さい。

※�予診票兼接種券は接種が済むまで大切に保管して
下さい。

※対象者には６月下旬に通知しています。
■□■二種混合（ジフテリア破傷風混合ワクチン）
■□■三種混合（ジフテリア百日せき破傷風混合ワクチン）
■□■日本脳炎

～　予防接種　～六郷地区住民健康診断
【受付時間】午前８時〜 10 時 30 分
【場所】六郷ふれあいセンター
【日程】

９/ ９㈮ 原・上手方・細田・岩間平・文京
９/10 ㈯ 楠甫・鴨狩津向
９/11 ㈰ 上仲・下仲・下町・下河原
９/12 ㈪ 落居
９/13 ㈫ 葛篭沢・宮原・五八・岩下・寺所

【持ち物】『健康診断のご案内』封筒一式
　　　　保険証　他

※�町国保以外の医療保険の扶養家族で、特定健診
を受けられる方は「特定健康診査受診券」を必
ずお持ち下さい。

※�町国保以外の医療保険に加入している方（本人）
は特定健診は受けられません。がん検診のみ受
けることができます。

※�封筒に書かれている持ち物チェックリストをご
覧下さい。

※ �65 歳以上の結核検診も上記の日程で行います。
結核検診受診票を忘れずにお持ち下さい。

【期間】８月１日〜来年１月31日まで

【対象】平成 24 年３月末日現在で 20 歳以上の女性
【自己負担金】

  ■頸部検診 1,500 円　
  �■頸体部検診 2,200 円（体部検診は医師が必要と認
めた方のみ）
【持ち物】すでに送付済みの受診票、保険証

※申込者には受診票、検診指定医療機関一覧表を送付
します。
※検診期間以外に受けた場合は実費になります。
※�今から受診を希望される方は健康増進係まで連絡

をお願いします。
※クーポン券対象の方は必ずクーポン券を持参して下さい。
★☆★ 今からでも申し込みできます！ ★☆★

～　子宮がん検診　～

【内容】誰でも簡単に継続でき、体力筋力維持・増
進できるタオル体操などを行います。
【持ち物】上履き・フェイスタオル・飲み物
【自己負担金】１回 200 円
※日程はイベントカレンダーをご覧下さい

～ いきいきはつらつ貯筋教室 ～



　猛暑日が続いていますが、心身ともに元気ハ
ツラツな毎日をお過ごしでしょうか？
　ここ数年「こころの病」のことがクローズ
アップされています。こころの病が引き金にな
るケースも含め「自殺」という手段で、亡くなっ
ていく方が、年間３万人を超えています（全国）
　本町でも毎年数名の方が「自殺」で亡くなっ
ており、ほぼ横ばいで推移しています。減少す
ることのない「自殺」の予防対策として、本町
では今年の４月１日から、『こころの相談ダイ
ヤル」（DV・自殺予防相談窓口）を開設してい
ます。この相談ダイヤルでは、人にはなかなか
話せない悩みや苦しみといった、こころの相談
を受け付けています。
《こんなことはありませんか？》

　・何となくやる気が出ない
　・憂うつな気分が続いている
　・人と会うのがおっくうである
　・食欲がない（逆にありすぎる）
　・朝なかなか起きることができない　など…

（この他にも、出てくる症状は様々です）
　体調のよいときは出なかった症状。このよう
な症状が２週間以上続いている時には、こころ
の疲れが心配です。休養を取ってもなかなか改
善がみられないときは、医療機関を受診するな
ど早めの対応が必要です。
　また、誰かに話すことで解決の糸口がつかめ
るかもしれません。些細なことでも構いません
ので、1 人で悩まず、悩みを抱え込まずに話し
て下さい。必要に応じ、アドバイスや専門機関
の紹介などをいたします。

■市川三郷こころの相談ダイヤル　～ DV・自
殺予防相談窓口～（市川三郷町六郷庁舎内いき
いき健康課内）☎ 0556-32-1300

（受付時間）平日 9:00 ～ 16:00
（保健師） 刀広美

話して下さい！些細な悩みでも

健診や予防接種等の日程をお知らせします。
日時、会場等をご確認のうえ、お出かけ下さい。

いきいき健康課☎ 0556-32-2114
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■対象日に都合がつかない方は、いきいき健康課
子育て支援係までご連絡下さい。

■□■４カ月児・７カ月児健診
【とき・場所】８/ ９㈫ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時〜１時 30 分
【対象】平成 23 年１月、４月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル

■□■ 10 カ月児・13 カ月児健診
【とき・場所】８/18 ㈭ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時〜１時 30 分
【対象】平成 22 年７月、10 月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル

■□■５歳児健診 ⇨三珠・市川大門地区の方対象
【対象】平成 18 年７～９月の出生児
【とき・場所】８/19 ㈮市川大門町民会館
【受付時間】午後１時〜１時 30 分
【持ち物】母子健康手帳、問診表、普段使用の歯ブラシ

■□■２歳児歯科健診 ⇨ 全地区の方対象
【とき・場所】８/23 ㈫  三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時〜１時 30 分
【対象】平成 21 年６～８月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、問診表、普段使用の歯ブラシ

～　乳児・幼児健診　～

■８/ ９㈫ 三珠健康管理センター１階機能訓練室
■８/17 ㈬ 六郷ふれあいセンター
■８/25 ㈭ 市川大門町民会館１階保健室
【受付時間】午前 10 時（時間厳守）

　※発行にはおおよそ２時間かかります。
【持ち物】印鑑

　※発行は原則として直接本人に限ります。
　※お急ぎの方は子育て支援係までご連絡下さい。

～　母子健康手帳の発行　～

　栄養相談、運動指導、調理実習をセットにした全
５回の「メタボ予防」を中心とした教室です。
※１回のみの参加も可能です。
【対象】メタボ予防の方、スリムになりたい方
【場所】市川大門町民会館講堂、調理実習室
【日程】８/30 ㈫、９/20 ㈫、10/4 ㈫、11/2 ㈬ [ 調

理実習 ]、11/15 ㈫
【時間】午後１時 30 分～３時（調理実習は午前 10

時～正午）
【自己負担金】１回 200 円 

～ ヘルスアップ教室 ～


